
を与える.第65回 日本人類学会大会(2011/ll/04-06,那 覇市).

25)権 田絵里,片 山一道,濱 田穣(2012)ト ンガ人の骨格成長パ ター ンと肥満の年齢変化.第29回 日本オセアニア

学会大会(2012/03/24-25,倉 敷市).

26)濱 田穣(2012)東 南アジアの霊長類,特 にマカクの多様性研究.京 都大学霊長類研究所共同利用研究会 『アジ

アの霊長類の保全 と社会生態研究に関する近年の新たな展開』(2012/03/10,犬 山市).

講演

1)平 崎鋭矢(2011/05)二 足サルの骨格,歩 行,脳.第26回 日本人類学会進化人類分科会シンポジウム.京 都市.

ゲノム多様性分野

<研 究概 要>

A)染 色体端部ヘテ ロクロマチ ンの実態解 明

古賀章彦,原 暢,平 井啓久(遺 伝子情報分野),平 井百合子(遺 伝子情報分野)

チンパンジーの染色体の端部には、大規模 なヘテ ロクロマチンがある。これに相 当す る構造物 は、ヒ トにはみ ら

れない。共通祖先か ら分岐 した後、ヒ トのほ うの系列で これが消失 したことを、前年の研究で示 した。この消失が

ヒ トの進化の原因または結果であることは、可能性 として考え られ るため、消失の機構 を解 明することを長期的に

目指 している。1つ の方法は、このヘテ ロクロマチンの痕跡 としての塩基配列をヒ トで見つけ出 し、その構造を解

析することである。もう1つ のアプローチ として、同じヒ ト上科のテナガザル科にみ られ る同様の現象 を調べてい

る。

フクロテナガザル(5ン 〃4フ乃α1αηgz∫88アη4αcζレ1z∫8)には染色体端部に大規模 なヘテ ロクルマチンがあ り、シロテテナ

ガザル(角 ノ10わα'θ31αア)は これをもたない。チンパ ンジー とヒトとの関係 に対応する。最初 の段階 として、フクロ

テナガザルのヘテロクロマチンの実態解 明を目指 した。この2種 での量の差 を利用 してクロー ンを特定する実験 を

行い、 クローンが得 られた。その塩基配列の解析 から、アル ファサテライ トDNAで あることが判明 した。アル フ

ァサテ ライ トDNAは 、霊長類のテ ロメアの主成分 となっているテヘ ロクロマチンである。 これがテロメアの領域

で大規模 に増幅 しているとい う結論に至った。原著論文 として投稿 し、改訂版が現在審査中である。

B)レ トロ トランスポゾンのゲノムへの影響

古賀章彦,原 暢,平 井啓久(遺 伝子情報分野),平 井百合子(遺 伝子情報分野),IJahan(遺 伝子情報分野)

SVA因 子 とよばれ るレ トロ トランスポゾンは、ヒ ト上科の共通祖先で生 じた と考えられている複合型因子である。

ヒ トで遺伝子の領域に入 って病気の原因になるな ど、現在で も転移活性 を保持 している。この因子のゲノムへの影

響に関する研究 を行った。

この因子は3つ の領域か らな り、内部のVNTR(variablenumberoftandemrepeat)と よばれる領域は、30-50bp

の単位が縦列に連なった反復配列である。 この領域の長 さは、コピー ごとに異なる。 ヒ トでは平均は約0.8kb、 最

大は約2.7kbで あることがわかっている。フー ロックテナガザル(Hooloo肋oolocん)の ゲノムでのこの因子の様態

を調べ、ヒトと同様のコピーに加えて長 さが40kbを 超 えるVNTR領 域が多数存在す ることを見出 した。この長い

VNTR領 域はセ ン トロメアにあ り、テヘロクロマチ ンを形成 していると考 えられる。す なわち今回の発見は、 トラ

ンスポゾンが新規のテヘ ロクロマチンを大量に供給する現象である。 ヒ トのゲノムに もSVA因 子は多数存在す る

ことから、ヒ トで も同様の現象が起こる可能性はあると考えられ る。原著論文として投稿 し、改訂版 が現在審査中

である。

C)ニ ホンザルの集団遺伝学的研究

川本芳,川 本咲江,樋 口翔子,六 波羅聡(NPO法 人サル どこネ ッ ト),鈴 木義久(NPO法 人サル どこネ ッ ト)

糞抽出DNAを 利用 して分析 した東北地方のニホンザル個体群の孤立に関す る研究成果 を第27回 日本霊長類学会

大会(犬 山市)で 発表 した。ニホンザルの野生個体群の遺伝的特徴を調査する新 しい試み として、主要組織適合遺

伝子複合体(MHC)領 域の遺伝的多様性につき、マイクロサテライ ト座位 を分析す る方法につき検討 した。考案

した方法の実用性 を評価するため、宮崎県幸 島のニホンザル とその関連個体群について分析 している。三重県のニ

ホンザル について、今年度か ら新たに共同利用研究で地域間交流 と外来種拡散のモニタ リングを目的 とする研究 を

開始 した。また、ニホ ンザルの外来種問題 について、これまでの研究成果 を含む総説を単行本の1章 として出版公

表 した。

D)マ カカ属サルの系統 関係

川本芳,川 本咲江,樋 口翔子,濱 田穣(進 化形態分野),田 中洋之,大 井徹(森 林総合研究所),千 々岩哲((株)

ラーゴ),PWangda(ネ パール農業省),MAHaf匠nan(社 会進化分野),CADNahallage(SriJayawardenepura大 学),

MChalise(Tribhuvan大 学),蘇 秀慧(台 湾國立屏東科技大學)

6月 にス リランカで開催 された国際シンポジ ウムに参加 し、共同研究ですす めている トクモ ンキーの系統地理研

究の成果 を発表 した。9月 と12月 にブータンを訪 問し、農業省 と進 めてい るテ レメ トリーによるア ッサムモンキ
ーの生態調査結果を解析す るとともに、研究打ち合わせ を行 った。10月 に蘇秀慧氏を招き、 日本で野生化 したタ
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イ ワンザル と台湾在来種の比較を研究所共同利用研究 として開始 した。また、1.月にChalise氏 とNahallage氏 を招

き、南アジアの霊長類 の連携研究に向けた ワークショップを開催 した。3.月 に研究所共同利用研究会で南アジアの

霊長類研究、特に系統地理研究の現状 と課題 につき講演 した。

キタブタオザルの系統地理学的研究をすすめるため、9.月にタイ南部でペ ッ トザルの探索お よび採材、生息地の

観察を行 った。また、2012年1月 ～2月 にタイ ・チ ュラロンコー ン大学よ り研究助成 を受け、タイ北部でのキタブ

タオザル の調査 とチ ュラロンコー ン大学理学部にて実験室作業を行った。

E)ボ ノボの保全遺伝学的研究

川本芳,樋 口翔子,古 市剛史(社 会進化分野),竹 元博幸(社 会進化分野),坂 巻哲也(社 会進化分野),橋 本千絵

(生態保全分野)

絶滅危機にあるボノボを対象に、コンゴ民主共和国で長期観察 が行われ ている6カ 所(Wamba,lyon(Ui,LacTumba,

TL2,Salonga,Lomako)で 糞試料 を収集 し、遺伝子の多様性 と地域個体群 問の遺伝分化 を分析 している。糞か らの

DNA分 析法を改善 したことにより、さらに多種類 の遺伝子分析 が可能になった。現在 、ミ トコン ドリア遺伝子、Y

染色体遺伝子、常染色体マイクロサテ ライ トの変異 を個体群 ごとに分析 している。

F)マ カクザル コロニーの集団遺伝学的研究

田中洋之,森 本真弓(人 類進化モデル研究センター),釜 中慶朗(人 類進化モデル研究セ ンター),川 本咲江,川 本

芳

霊長類研究所で維持 されているニホンザルお よびアカゲザルの繁殖 コロニーについて、遺伝的多様性の経日寺的変

化 を明らかにす るため、分析をすす めた。アカゲザル 中国群およびニホンザル高浜群 ともに、調査対象期間中、徐々

に遺伝的多様性が低下 し、血縁度が上昇 していることが明 らかになった。 しか しなが ら、依然 としてニホンザル野

生群 と同等の遺伝的多様性 を保持 していることがわかった。以上のことを、科学研究費補助金研究成果報告書(基

盤研究(C))と してまとめ、提 出した。

G)ワ オキツネザルな らびに希少 レムールの集団遺伝学的研究

川本芳,市 野進一郎,高 畑由起夫(関 西学院大学),茶 谷薫(名 古屋芸術大学),佐 藤宏樹(京 都大学アジア ・ア フ

リカ地域研究研究科),田 中洋之,宗 近功((財)進 化生物学研究所)

8.月にマダガスカルのべ レンティ保護 区でワオキツネザルの調査 を行 った。8群 を全頭捕獲 し、計測資料 と遺伝

子試料を得た。市野 を中心に血縁構造 と群間分化 の検討 を進めている。

原産国で絶滅が危ぶまれているクロキツネザル、シロクロエ リマキキツネザルおよびアカエ リマキキツネザルに

ついて、 日本国内の動物園等で飼育 され る個体群 を対象 に、マイ クロサテライ トの分子マーカーの開発 を行 った。

クロキツネザル については、14遺 伝子座が多型的であ り、親子判定に利用することができた。エ リマキキツネザ

ルについては、 日本国内のほとん どの個体にっいて、7遺 伝子座 の判定 を終 えた。

H)家 畜化現象 と家畜系統史の研究

川本芳,稲 村哲也(愛 知県立大学),TDo中(Bhutan農 業省),大 山修一(京 都大学アジア ・アフリカ地域研究研究

科),本 江昭夫(帯 広畜産大学),苅 谷愛彦(専 修大学),鳥 塚あゆち(東 海大学)

ブータンとアルナーチ ャルプラデーシュ(イ ン ド)に おけるウシ科家畜 ミタンの利用 と遺伝的特性 につき、これ

までの研究成果を11月 に京都で開催 された国際会議で発表 した。南米アンデス高地におけるラクダ科家畜の研究

では、8月にペルーでアヤ クーチ ョ県 とクスコ県で観察 と試料採取 を行った。マイクロサテ ライ トの多型分析か ら、

リャマ とアルパカの家畜化に交雑 が関与する との示唆を得た。この研究成果を3月 に開催 された 日本畜産学会第

ll5回 大会(名 古屋)で 発表 した。 ヒマ ラヤ高地の畜産 と牧畜の研究では、9.月 にブータン東部のメラック地域で

牧民 と家畜 を調査 し、3種 類 の家畜(在 来牛、ヤク、 ミタン)が 三元交雑 していることを初めて確認 した。現在、

この地域 の家畜の遺伝子分析を計画 してい る。

1)霊 長類の民俗生物学的研究

川本芳,三 戸幸久(NPO法 人ニホンザルフィール ドステーシ ョン)

畜舎にサル骨を祀 る信仰 の記録 と、絶滅地に生息 したニホンザルのDNAを 分析する目的で、祀 られたサル骨(厩

猿 とよばれ る)を 各地で探索 している。新たに長野県の茅野市で発見 し、頭蓋骨に残 るDNAを 分析 した。長野県

では未発見の ミトコン ドリアDNAタ イプが確認でき、中部 山岳地帯のニホンザル個体群の成立を考える情報 とな

った。また、7.月に香川県で厩猿 に関す る聞き込み調査を行った。

」)ハ ナバチの歴史生物地理学

田中洋之

7月 に長野県 と北海道 で植生景観 とマルハナバチの分布の関係 に関す る調査を行い、草原性マルハナバチのマイ

クロサテライ トDNAの 分析をすす めた。
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〈 研 究 業 績 〉

原 著 論 文

1)KogaA,SasakiS,NaruseK,ShimadaA,SakaizumiM(2011)Occurrenceofashortvariantofthe7b12transposable

elementinnaturalpopulationsofthemedakafish.GeneticsResearch93(1):13-21.

2)KogaA,NotoharaM,HiraiH(2011)Evolutionofsubterminalsatellite(StSat)repeatsinhominids.Genetica

139(2):167-175.

著 書(分 担 執 筆)

　1

　2

　3

KogaA(2011)ContributionofDNA-basedtransposableelementstogenomeevolution:infbrencesdrawnfヒombehavior

ofanelementfbundinfish(Chapter6).(Post-GenomeBiologyofPrimates)(ed.Go,Imai,Hirai)Springer.

KogaA(2011)Transposableelements7b〃and7b12.(Medaka-ModelfbrOrganogenesis,HumanDiseasesand

Evolution)(ed.Naruse,Takeda,Tanaka)p.171-180Springer.

白 井 啓,川 本 芳(2011)タ イ ワ ン ザ ル と ア カ ゲ ザ ル:交 雑 回 避 の た め の 根 絶 計 画.「 日本 の 外 来 哺 乳 類 」(山

田 文 雄,池 田 透,小 倉 剛 編)p.169-202東 京 大 学 出 版 会.

そ の他 の 執筆

1)川 本 芳(2011)ブ ー タン にお ける野生 動物 との対 立.科 学81:p578.

学 会 発 表

1)濱 田穣,東 島沙弥佳,毛 利 俊雄,川 本 芳(2011)タ イ ワンザル(M∂oαoα(ッ01q璃)と ニ ホ ンザル(漁cαcα ル80α∫α)

の 交雑 個体 に見 られ る尾長 を決 め る要 因.第27回 日本 霊長 類学 会大 会(2011/07/18,犬 山 市).

2)平 井 啓久,平 井 百合子,古 賀 章彦,鵜 殿 俊史(2011)チ ン パ ンジー に あっ て ヒ トに ない染 色体 端部 ゲ ノム不 毛

地 帯:(1)存 在 様 式変 異 か ら推 測 され る非相 同染 色体 間末 端組 換 え.第27回 日本 霊 長類 学会 大会(2011/07/18,

犬 山市).

3)川 本 芳,三 戸 幸 久,樋 口翔子,川 本 咲江(2011)津 軽 半 島個体群 の遺伝 的特徴 か らみ た北 限 のニ ホ ンザル の成

立.第27回 日本 霊長 類 学会 大会(2011/07/17,犬 山 市).

4)風 張 喜子,井 上 英治,川 本 芳,中 川 尚史,井 上 一村 山美穂(2011)金 華 山のニ ホ ンザ ル の遺伝 的 多様性.第27

回 日本 霊長類 学 会大 会(2011/7/17,犬 山 市).

5)古 賀 章彦(2011)メ ダ カ にみ られ る2つ の対照 的 な転移 因子:侵 入 直後 の元気 な 因子 と崩壊 の危機 に立つ 因子.

日本 遺伝 学 会第83回 大会(2011/09/20,京 都 市).

6)古 賀 章彦,平 井 百合子,平 井 啓久(2011)チ ンパ ンジー に あって ヒ トに ない染色 体端 部 ゲ ノム不 毛地 帯:(2)培

養 細胞 を用 い た組換 え の検 出.第27回 日本 霊 長類 学会 大会(2011/07/18,犬 山市).

7)MichimotoK,TakamiY,TanakaH,UshimaruA(2012)Effbctsofurbanizationongeneticstructuresintwo

paddy-associated仕ogspecieswithdif蝕entdispersalhabits.日 本 生態 学会 第59回 大 会/第5回 東 ア ジア生 態学 会

連 合大 会(2012/02/19,大 津 市).

8)SukaT,UshimaruA,TanakaH,YumotoT(2012)Apost-gracialhistoryofsemi-naturalgrasslandincentralJapanand

itscausationtodistributionofgrasslandspeciesofbumblebees.日 本 生 態学 会第59回 大会/第5回 東 ア ジア生態 学

会連 合 大会(2012/02/18,大 津 市).

9)TanakaH(2012)GenenticconstitutionandspeciesstatusoftheBom[eanwhite-beardedgibbon(砂10わo'θ8α1わ'わ α酌'3)

asinfbrredbyamplified丘agmentlengthpolymorphism(AFLP).日 本 生態 学会 第59回 大会/第5回 東 アジ ア生態 学

会 連合 大会(2012/02/20,大 津 市).

10)川 本 芳,稲 村 哲也,大 山修 一,本 江 昭夫,苅 谷愛 彦,鳥 塚 あゆ ち(2012)南 米 ラ クダ科動 物 の起源 に 関す る遺

伝 学 的研 究 一ペ ルー の ビクー ニ ャ,リ ャマ,ア ル パ カ の遺 伝子 多様 性 と交雑 の調 査結 果 一.日 本 畜 産学 会第115

回 大 会(2012/03/29,名 古 屋 市).

11)大 井 徹,清 野 紘典,濱 崎 伸一 郎,川 本芳(2012)安 定 同位 体比分 析 に よ り明 らかに した ニホ ンザル の食性 の群

れ 内変 異 につ いて.日 本 生態学 会第59回 全 国大会(2012/03/19,大 津 市).

講 演

1)KawamotoY(2011/06/21)GeneticdiversityofmacaquesinSriLanka.InternationalSymposium"IntegrativeResearch

onMonkeysManandMalariainAsia.Colombo,SriLanka.

2)KawamotoY,Do均iT,InamuraT(2011/ll/25)UtilizationofmithuninHimalaya:Apopulationgeneticstudyonthe

useofitshybridsinBhutan.Internationalconfbrence"Qualityoflifbandoptimalaginglearningf士omwisdomof

highlandcivilizations".Kyoto.

3)川 本 芳(2011/04/09)ブ ー タ ンのサル 調査(続 報).京 都 大学 ブ ー タン友好 プ ログ ラム 吉 田泉殿 自然学 セ ミナ

ー .京 都 市.

4)川 本 芳(2012/03/10)南 ア ジア の霊長 類 の系統 地理研 究.京 都 大学 霊長 類研 究所 共 同利用 研 究会 『アジ アの霊 長

類 の保 全 と社 会 生態研 究 に 関す る近年 の新 た な展 開』.犬 山市.

5)古 賀 章彦(2011/09/25)チ ンパ ンジー にあ って ヒ トに ない 大規模 反 復配 列.京 都 大 学霊 長類 研 究所 東 京公 開講

座 東京 都.
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